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に
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岡山県庁に入庁して以来、
主に国際関係の業務に携わってきた。
現在は、外国人観光客誘致を担当。
岡山を海外に売り込もうと奮闘する。

小 玉 　 健

 岡山大学から世界へ、グローバルに活躍する卒業生  

K O D A M A 　 T a k e s h i

　シドニー事務所時代▶︎

チュニジア国家観光局の担当者に説明する小玉さん︎▲

▶こだま　たけし　（45歳）
◦昭和43年 　岡山市生まれ
◦昭和62年 　岡山大学法学部入学
◦平成３年 　岡山大学大学院法学研究科入学
◦平成６年 　岡山県庁入庁
◦平成10年 　知事室 公聴広報課
◦平成14年 　自治体国際化協会（CLAIR）東京本部
◦平成15年 　自治体国際化協会（CLAIR）シドニー事務所
◦平成17年 　企画振興部 国際課
◦平成20年 　産業労働部 産業企画課（経済国際化推進班）
◦平成22年 　美作県民局 税務部 収税課
◦平成24年 　総務部 税務課（特別徴収班）
◦平成26年 　産業労働部 観光課（海外誘客班）

所 在 地： 岡山市北区内山下２丁目４番６号
事業内容： 産業、観光、文化など、岡山県の

各種施策の企画・許認可事務ほか
職 員 数： 24,862人（平成26年４月１日現在）

■岡山県庁

■ 

糧
に
なった
海
外
勤
務

　
学
生
時
代
、
法
律
を
学
ん
で
い
た
私

が
、
県
庁
で
〝
国
際
畑
〟
を
歩
む
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
一
般
財
団
法
人
「
自

治
体
国
際
化
協
会
」（
C
L
A
I
R
）

へ
の
出
向
が
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。　

　
同
法
人
は
、
国
内
自
治
体
の
海
外
で

の
経
済
活
動
支
援
や
、
姉
妹
都
市
交
流

の
橋
渡
し
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
各
都

道
府
県
の
ほ
か
、
海
外
に
７
カ
所
の
拠

点
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

本
部
（
東
京
）
で
の
勤
務
を
経
て
、

２
０
０
３
年
か
ら
２
年
間
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
事
務
所
に
い
ま
し

た
。
自
然
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
の

あ
る
同
国
で
す
が
、
実
は
砂

漠
が
広
く
、
緑
が
あ
る
の

は
沿
岸
部
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
貴
重
な
自
然

を
後
世
に
残
す
た
め
、

ご
み
の
削
減
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
、
環

境
保
全
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　

先
進
的
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
同
国
の
視
察
を
希
望
す
る
自

治
体
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
岡
山
県
と

姉
妹
提
携
を
結
ぶ
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

州
に
、
県
関
係
者
が
訪
れ
た
際
に
ガ
イ

ド
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。
海
外
で
の
出

会
い
や
経
験
が
、
今
の
自
分
の
糧
に
な

り
ま
し
た
。

■ 「
O
K
A
Y
A
M
A
」
を
海
外
に

　

出
向
以
降
は
、
国
際
課
や
産
業
企

画
課
経
済
国
際
化
推
進
班
な
ど
、
海

外
に
携
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
し

て
き
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
観
光
課

で
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

　

国
内
外
で
開
か
れ
る
海
外
の
旅
行

業
者
を
対
象
に
し
た
商
談
会
に
参
加
。

ブ
ー
ス
を
設
け
て
、
県
の
魅
力
を
P
R

す
る
の
で
す
が
、
日
本
の
地
方
都
市

の
一
つ
で
あ
る
「
O
K
A
Y
A
M
A
」

を
売
り
込
む
の
は
、
た
や
す
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
の
外

国
人
観
光
客
が
ま
ず
訪
れ
た
い
の
は
、

東
京
、
京
都
、
大
阪
と
い
っ
た
大
都

市
だ
か
ら
で
す
。

　
観
光
で
関
心
を
持
つ
ポ
イ
ン
ト
も
、

各
国
で
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
中
国
、

東
南
ア
ジ
ア
の
方
は
、
果
物
狩
り
が

好
き
な
の
で
、
桃
狩
り
が
で
き
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
。
欧
米
の
方
は
歴
史

的
な
も
の
を
好
む
傾
向
が
あ
る
の
で
、

伝
統
工
芸
や
祭
り
を
紹
介
す
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
売
り
込
み
を
し

て
い
ま
す
。

■ 

郷
土
の
魅
力
を
再
発
見

　

視
察
で
県
に
訪
れ
た
海
外
の
旅
行

業
者
、
観
光
担
当
者
ら
の
案
内
も
行
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
思
い
が
け
な
い
反

応
が
返
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
先
日
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
国
家
観
光
局

の
担
当
者
か
ら
倉
敷
・
美
観
地
区
の
感

想
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
観
光
地
な
の

に
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
保
た
れ
て

い
る
」
と
驚
い
て
い
ま
し
た
。
他
国
の

観
光
地
は
大
勢
の
観
光
客
が
集
ま
る
と
、

ど
う
し
て
も
雑
然
と
し
た
印
象
に
な
る

と
の
こ
と
で
し
た
。〝
海
外
の
目
〟
を

通
し
て
、
郷
土
の
魅
力
を
再
認
識
し
た

り
、
新
た
な
発
見
が
で
き
る
の
が
、
こ

の
仕
事
の
醍
醐
味
で
す
。

　
私
の
役
割
は
「
変
圧
器
」
に
な
る
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
電
圧
は
日
本

と
海
外
で
基
準
が
異
な
る
た
め
、
変
圧

器
が
な
け
れ
ば
故
障
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
じ
で
、
海
外
か
ら
の
ニ
ー
ズ

に
耳
を
傾
け
た
り
、
逆
に
岡
山
の
売
り

を
外
国
人
に
分
か
る
よ
う
に
伝
え
る
な

ど
、
双
方
を
調
整
す
る
の
が
、
私
の
仕

事
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
岡
山
と
海
外
を

円
滑
に
つ
な
ぐ
た
め
の
一
助
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。


